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高さを押しやすい高さに設定した。次に②荷重値を小さくす

るため、荷重がかかる原因となっている脚ゴムの摩擦を減ら

す方法としてキャスターに着目し、脚ゴムに搭載する構造を

検討した。さらに、背もたれ天面に傾斜を設けることでキャ

スターに荷重が伝わりやすい設計にした。 図５

上記の通り検討した構造のサンプルをペルソナに近い高齢

者に使用してもらい、簡単に操作できていることを確認した。

 

６ 構造検討(閉じ動作) 

  当社既存品では、折りたたみレバーが座面にあるため、

腰を曲げる必要があり、ある特定の人には体に負担がかかり

やすい構造であった。そこで背もたれに折りたたみレバーを

設定し、腰を曲げずに折りたたみができる構造を目指した。

さらに、高齢者はより握力が低下している点を考慮して、少

ない力で操作ができる構造を検討した。影響する要素は、開

き動作と同様に①操作する位置 高さ ②レバーを握るときに

必要な握力である。①は開き動作と同じ基準を設定し、背も

たれに操作位置を設定した 図４ 。②は関節疾患の方は指

が動かしにくくなるため、握る形状のレバーでは操作が難し

くなると想定した。そこで、握る動作を解消するため、指を

引っかけるだけで操作ができる構造に着目した。①・②の点

を踏まえて検討した結果、背もたれ上部に引き上げ式のレバ

ーを考案した 図６ 。レバーの大きさも指の力が伝わりや

すいよう、指が４本入る寸法に設定し、より使いやすさに配

慮した。また、レバー引き上げ時の荷重をなるべく減らすた

め、てこの原理を利用した構造にすることで、高齢者でも簡

単に操作できる構造とした。その結果、モデル品にてペルソ

ナに近い高齢者に使用してもらうと、指が曲げにくい方でも

簡単に操作できることを確認した。また、操作しやすい位置

にレバーがあるので、折りたたみがしやすいとの意見があっ

た。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 効果の確認 

発売後もお客様より「楽に折りたたみ開閉できるシャワー

ベンチ」のコンセプトについて、好評価をいただいている。

特に今回ペルソナで設定した関節疾患の方に向けた製品仕

様について説明すると、より納得してもらうことができた。

また、関節疾患の方に限定されることなく、他の症状の方で

も使いやすくなっていることを実感していただいた。以上よ

り、今回ペルソナ手法を活用することで、今まで気づけてい

なかった潜在 を見つけ出し、他社と差別化できる商品開

発をすることができた。

さらに波及効果として、ペルソナを活用することで３つの

効果を確認できた。①ペルソナになりきることで脱衣や身体

を拭くなど幅広い生活シーンの を抽出でき、「モノづく

り」から「コトづくり」へつなげることができた。②ペルソ

ナ目線での使いやすさという観点で官能評価を行えたこと

で、仕様を決めるときに根拠を明確にすることができた。③

関連部署で具体的な使用シーンを共有することで、言葉では

表現しづらい細かいニュアンスや認識のずれを修正しながら

仕様を決めることができた。その結果、ペルソナを活用する

ことで手戻りを減らすことにつながり、開発工程を円滑に進

めることができた。

 

８ おわりに 

今回ペルソナを活用することで、より利用者を想定した

他社にない魅力ある商品開発を実現できた。今後も『「やり

たい」を「できる」に変えよう。』のブランドメッセージを

意識し、利用者に寄り添った視点で開発・提案をし続けた

い。

図５ 背もたれ天面の形状 

図６ 折りたたみレバーの形状 
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佐々木 裕 日本材料学会東海支部主催セミナー 

コーティングがCFRPからのイジェクタに与える影響 西田 政弘(名古屋工業大

学), 

高原 秀征(名古屋工業大

学), 

古田 尚正, 

岩瀬 賢明 

令和元年度 宇宙科学に関する室内実験

シンポジウム 

自動車用途におけるアルデヒド吸着剤と抗菌、抗ウイ

ルス加工剤 

山田 喜直 Andtech主催セミナー 

〈編集後記〉

東亞合成グループ研究年報 第２４号をお届け致します。昨年号に引き続

き、紙面とＷＥＢで発行いたしました。

２０２０年は、世界中で新型コロナが猛威を振るい、待望の東京オリンピックも１年

延期され、私たちの様々な活動も縮小や自粛を余儀なくされました。３密、ステイホー

ム、オンライン〇〇など、関連した流行語もすっかり定着しました。

今後も感染再拡大の懸念があり予断を許しませんが、このような状況の中でも、新し

いオンラインビジネスやサービスが誕生したり、９月入学制や脱ハンコなどこれまでの

常識を見直すきっかけになったり、確実に新しい未来が始まりつつあるのは明るい兆し

です。

私たちはどのような状況であっても、企業理念「素材と機能の可能性を追求し、化学

の力で新しい幸せをあなたへ届けます」に基づき、研究開発活動に励んでまいります。

東亞合成のホームページの掲載されております過去分の記事も含め、東亞合成グルー

プ研究年報 の掲載記事に対するご意見、ご質問などございましたら、お気軽

にご連絡くださいますようお願い申し上げます。

東亞合成株式会社

Ｒ＆Ｄ総合センター長 河合 道弘

Ｒ＆Ｄ総合センター次長 岡崎 栄一

Ｒ＆Ｄ総合センター 生産技術研究所 所長 築城 利彦

Ｒ＆Ｄ総合センター モビリティ研究所 所長 山田 成志

研究開発本部 先端科学研究所 所長 吉田 徹彦

アロン化成株式会社

ものづくりセンターセンター長 森 泰彦

この東亞合成グループ研究年報“TREND”に関するお問い合わせ、ご感想は東亞合成株式会社Ｒ＆Ｄ総合

センター品質保証室あてにご連絡下さい。 

東亞合成グループ研究年報 ＴＲＥＮＤ 第２４号 ２０２１

発行 ２０２１年１月１日

発行者 東亞合成株式会社 http://www.toagosei.co.jp/develop/index.html

Ｒ＆Ｄ総合センター

〒455-0026 名古屋市港区昭和町８番地

TEL 052-611-9901 FAX 052-611-1693

先端科学研究所

〒300-2611 つくば市大久保２番地

TEL 029-865-2600 FAX 029-865-2610
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編集委員
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大房 一樹
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窪田 耕三
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事務局
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